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第33次観測隊の出発に際 して
福 地 光 男
平成3年11月14日,第33次観測隊は晴海埠頭か ら出発
する.昭和31年11月に第1次観測隊が出発 してから丁度
35年目にあたる.こ の間,日 本からの輸送の担い手は
「宗谷」から 「ふじ」へ,そ して,「しらせ」へ と新しく
な り.また,観 測施設は 「昭和基地の他に,「みずほ基
地」と 「あすか観測拠点」へ と拡大 してきた.ま さしく
日本の高度成長を反映したものと言えよう.今,国 内外
を問わず地球規模の環境変動問題,ま た,人類の活動に
伴う種々の環境破壊や廃棄物の問題が大きく取 り上げら
れている.第33次観測隊は 「あすか観測拠点」での越冬
観測を休止 し,昭和基地周辺を中心に将来を見据えた観
測が計画されている.同 時に設営面では管理棟の建設や
新大型雪上車の運用といった画期的な計画がある.35年
の南極観測の中で,大 きな節目となる観測隊 となろう.
第33次観測隊は昭和基地越冬隊37名,夏隣16名の計53
名からなる.この他に南極条約に基づく交換科学者とし
てブラジルのサンパウロ大学及びサンフランシスコ大学
から各1名 の計2名 が参加する.
第33次観測隊は,夏期間に昭和基地での観測 ・設営計
画が盛沢山あり,すべてを消化するには効率良い輸送 ・
作業計画が要 となる.そ こで,当 初からしらせ側と意見
交換 を密にした.その結果,夏 期オペレーションの基本
行動計画として,〔1)ブライド湾に先行し,あすか観測拠
点の休止に伴 う越冬隊員の一部撤収と持ち帰 り物資収容,
その後,② 昭和基地での諸作業及び第32次隊との越冬交
代(あ すか観測拠点からの残 りの隊員撤収を含む),(3}
昭和基地離岸後,種 々の海洋観測の実施とした.こ の背
景には以下の考慮があった.リ ュッオ ・ホルム湾内の定
着氷は第30次の冬から流失しておらず,第31次隊及び第
32次隊の夏期,昭和基地への接岸及び基地からの離岸に
多くの日数を要 した.第33次隊では3年 間の冬を経た定
着氷を砕氷 しつつ侵入することが予想される.こ の状況
下での夏期オペ レーションの基本として上記計画となっ
た.
夏期船上観測 としては,従 来通りの定常観測である電
離層 ・海洋物理 ・海洋化学 ・海洋生物観測がある.ま た,
研究観測では地学系の海上重力,海 上磁気 ・海底地形調
査,気 水圏系の大気微量成分,エ アロゾル ・大気混濁度
測定がある.生物 ・医学系では,5年 計画の初年度とし
て 「海氷圏生物の総合研究」がスター トし.リュツオ ・
ホルム湾の沖合に海底定置観測システムの設置(12月中
～下旬)及 び一部回収(2月 中～下旬)が ある.これは
海表層で固定された炭素がどのように海底へ移行するか
を実測するものである,ま た,オ ース トラリア気象局依
頼の漂流ブイの投入がある.
その他の夏期観測 としては,昭 和基地周辺での検潮等
の海洋物理定常観測及び基準点測量の測地定常観i貝1が行
なわれる.研究観測では地学系の 「クイーンモードラン
ドおよびエ ンダービーランドの地殻形成過程の研究調
査」として,し らせのヘリコプターを使用 した露岩域の
地質精査,及 び,「地殻動態の総合監視 ・測量計画」と
して絶対重力計を使った絶対測定がある.夏期闘に重力
計を組立て調整し,絶対測定の後,重 力計を持ち帰る計
画である,生物 ・医学系では基地周辺定着氷上にて,係
留観測 ・潜水調査 を含む底生生物調査,交 換科学者 とと
もに行 う魚類調査がある.気 水圏系では5年計画の初年
度 として 「氷床 ドーム深層掘削観測」がスタートし,夏
期間に基地から約600km南にある中間点への物資陸送
及び雪氷諸観測が計画されている.宙 空系ではイメージ
ングリオメ一夕のアンテナ等の張り換え工事がある.
夏期間の設営計画の中で,先 ず総量約870トン,容積
約2,200m3の物資輸送があげられる.第33次隊の特長は
重量の割 りに容積が大きいことである.この内,基 地へ
の輸送容積の約41%が建築関係物資で占められる.す な
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わち基地開設以来はじめての3階 建(基 礎部分を含める
と4階建)の 建物,管 理棟建設の物資である.総床面積
721mL'の建設のため,夏 隊の5名 の専門隊員がいる.管
理棟は昭和基地整備計画の中心をなすもので,基 地の根
幹 となる機能,す なわち,隊長公室,通 信,医 療,庶 務.
食堂,娯 楽のためのスペースをまとめたものである.管
理棟は宇宙ステーションを思わせるざん新なデザインで
あり,建築資材はかな り大型の物が多い.また,輸 送物
資の中で大物と言えば,ド ーム計画の陸送の担い手とし
て今回はじめて搬入される新大型雪.ヒ車(SMIOO型)
2台がある.自重が約11トンあり,これまでにない最重
量級である.その他,4年 毎のオーバーホール時期にな
る200KVA発電機3台 の.【二事等々,夏 期間の総作業.量
は1,000人目を超えると思われる.
南極環境保全に関連 したSCAR　(南極研究科学委員
会)の 勧告に従って.第31次隊以来,昭 和基地か らの廃
棄物の持ち帰 りが試行 されており,第32次隊の約50トン
の廃棄物を持ち帰る計画である.
越冬観測は.第32次隊とは異な り,あすか観測拠点で
の越冬観測は休1ヒとなり,昭和基地とその周辺 ・内陸域
での観測 となる.そ のため,基 地越冬隊員数は基地開設
以来最大人口の37名となる.越冬開始にあたり隊員個室
の増設が計画 されている.定 常観測はこれまで通 り,気
象定常,電 離層定常,極 光 ・夜光.地 磁気,地震,潮 汐
の観測が継続 される.
研究観測として,寓 生系ではテレメ トリーによる人二1:
衛星観測,極 域擾乱と磁気圏構造の総合解析,観 測点群
による超高膚観測,ポ ーラーパ トロール気球による超高
層大気の観測がある.気 球観測は2年次をむかえ,越冬
後半に第34次隊との共同オペ レーションが計画されてい
る.気 水圏系では.基地から約1000km内陸の ドーム域
での深層掘削点の選定のための渚観測,基地においては
大気化学観測や地球観測衛星受信がある.地学系では,
リュツオ ・ホルム湾沿岸の地質精査及び基地での超伝導
重力計による連続測定がある.こ の重力計は.夏期間の
絶対重力計と同時に立ち上げその後通年観測を行う.こ
れら2種の重力計は国内でも数えるほどしかなく,第33
次隊で初めて遠距離輸送の後,基地へ運ばれるものであ
る.生 物 ・医学系では,夏期に引き続き 「海氷圏生物の
総合研究」が行われ,ま た,「環境 と人間との関わ りと
しての南極医学研究計画」では,第32次隊に続 き心理テ
ス トが行なわれる.生態系環境モニタリングはラングホ
プデ雪鳥沢SSSI　〔特別科学的関心地区)の モニタリン
グを含め継続される.
基地外での活動 としては,ド ーム計画におけるみずほ
基地や ドーム域への内陸旅行,ま た,地学系のやまと山
脈への地質精査旅行がある.基 地周辺の沿岸域 ・海氷域
では,地 質調査及び生物調査がある.
越冬設営計画としてはこれまで通 りの各部門の運用 ・
維持があるが,医療剖～門で初めて医療用画像伝送装置が
運用 される.国 内との医療情報の交換が さらに密に行な
える.ま た,隊 員の内1名 は初めて廃棄物関係の専門家
が越冬する.こ れまでの廃棄物処理を継続するだけでは
なく,将来の南極基地での処理法についての調査を実施
する計画である.
第33次隊の観測 ・設営計画の概要をまとめてきたが,
計画実行の要は,・.・つに夏期オペレーションの立.ヒがり
にかかっている.い つの時期にしらせが昭和基地に接岸
できるか,い かにすみやかに大型物資を氷上輸送できる
かである.ほ ぼ一年間にわたり,種々の準備を完 了し,
この間,冒頭に述べたように,し らせ側 とも充分に連絡
霊3;'.ま1灘瓢 巖言奪あ㌫:蟷 ●
然を相手に,積極的に,そ して,あ る時は謙虚にのぞみ,
第33次観測隊の任務を遂行 したい.
(筆者:第33次南極地域観測隊長,
国立極地研究所生理生態学研究部門教授)
第6回 南極地学国際シンポジウム開催 さる
吉 田 栄 夫
1991年9月8日夜,折 からの台風の影響の下,埼 玉県
嵐山町の国立婦人教育会館の食堂で,歓 迎のアイスブ
レーカーパーティーが開かれた.旧知の人達は久し振 り
にお互いの健康を祝し合い,近 況を詐 りつつ盃を傾ける.
初めて参加した人達,こ とに最近南極観測に仲間入りし
た国々からの出席者は,こ うした輪に加わって自らを紹
介 し研究に関する新しい情報 を交換する.心 にかけてお
・れ・細 先生が病没さ・た・・悲・・に と・あ・醐 ●
南極地学の先達として御招 きした鳥居鉄也氏 をはじめと
する数名の先生方の姿もあった.こ うして13日までの第
6回南極地学国際シンポジウム　(6th　lSAES)　が始 まっ
た.
ISAESは,　SCAR　(南極研究科学委員会)が 主催母
体となるシンポジウムの一つで.　SCARの地質学及び
固体地球物理学の二つの常置作業委員会からSCAR総
会へ共同提案され,そ の承認 を受けて行われる.1986年
の作業委員会の際,第6回 を引受ける国がないならば日
本での開催を検討してもよいと示唆 して以来,1987年ケ
ンブリッジ ・シンポジウムの折 りの合同作業委員会での
討議,1988年ホバー トでの検討 と続 き.この ときのホ
バー トでのSCAR総会で承認された.
通常の規模がある程度大きい国際シンポジウムの場合
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テキサ ス大学 ダリル教 授の発表と,そ れに対する活発な討論風;;キ
と異 な り,学 会 と して の受 け川LのないISAESは,
SCARの対応組織であるR本 学術会議南極研究連絡委
U会の依頼を受けて極地研究所が主催することとなった,
これ まで,ド ライバ レー掘削計画国際セ ミナーやバイオ
マスワークショップといった外国人研究者数10人規模の
国際 会議主催の経験はあるものの,外 国人を150ない し
200人迎えるシンポジウムを極地研究所が主催するのは
初めてであり,多 くの問題があった.開 催場所,準備 と
実施に当る人員と組織,そ してとくに経費など難問か多
かった.場所については昭和天皇御大葬の際の国立婦人
教育会館前田館長と星合所長との会話から,同会館を利
用させて頂く道が開け,経 費については経団連による御
配慮とその他の企業か らの奨学寄付金で,か な り賄うこ
とのできる見通 しがついた.文部省からも経済的に出席
の難しかった主要研究者数名を招聴する経費を頂いた,
少人数の極地研地学スタッフと僅かな大学院受託学生 し
かいないこともあって,人 員配置は最後まで私達の頭を
悩 ませた.ア イスブレーカーパーティーでは,や っと一
まず開催へこぎ着けたという感慨が,準備に当った者達
の胸を満たしたことであろう.
第6回[SAESを第5回 までと比べてみると,い くつ
かの特色がある.まず,1963年の第1回 ケープタウンか
ら第3回マジソンまでは7年毎に開かれていた.第4回
アデレード・シンポジウムは南極研究のパイオニアの一
人D.モ ーソン生誕100年記念に合せ1982年に開催され,
5年目ということになり,必然的に第5回 のケンブリッ
ジは1987年となった.第6回 は1992年でよいことになる
が,1992年には日本で大規模な第29回万国地質学会議が
開かれるため,諸 外国のSCAR作業委員会委員か らこ
れと重ならないようにして欲しいとの要望が強 く,結局
前回から4年 目に当る1991年開催となった.そ れだけ準
備期間が短縮 されて しまった,ま た.8Jlのウイーンで
の国際測地学 ・地球物理学連合会議や9月 のブレーメン
での南極科学会議,7月 のホバー トでのコンドワナシン
ポジウムと:重なった.それにも拘らず多くの国外から参
加者を得た ものの,若 干の主要研究者が来日できなかっ
た.
もう.・つは,前 回が,後 には要望によって少 し拡げら
れたものの,テ ーマを"西南極のマイクロブレード な
どかなり絞ったのに比べ,初 めてアジアで開催されるこ
と,参加 しにくい国(前 回ソ連,フ ランスは参加 しなか
った)が ないようにすることなどの理由で,テ ーマを広
く設定 したことである.こ の方向性 は,オ ープンの夜間
集会として婦人教育会館本館ロビーの一隅を借 りて開い
た,　SCAR共同作業委員会の討議で是認 されたものと
思われる.す なわち,主 シンポジウムは4な い し6年の
間隔で,日 頃一・緒に討議する機会のない人達が多く集ま
れるように,テ ーマを拡げて開催する.他 方.特 定の課
題を深 く突込むためには,こ の間に小さいワークショ・ノ
ブを開くことが有効であろうということになった,但 し
私達は,広 いテーマの下での多様な発表をどうプログラ
ムに組むか頭を痛める破目になった.
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さ らに,最 近 南 極 観 測 に 参 加 す る国 が ふ え,前 回以 降
新 た に 地 学研 究 を行 って い る イ タ リア,ス ウ ェ ー デ ン,
スペ イ ン,韓 国 な どか ら研 究 者 が 参 加 した こ と も特 徴 の
.・つ で あ る .
か くて,外 国 人研 究 者172名(他 に 同 伴 者11名),日 本
人研 究 者64名が 参 加 し,A.先 カ ンブ リ ア ー古 生 代 初 期
の 地 殻 の発 展.B.古 生 代 以 降 の 地 質 学 的 諸 問 題 ,C.
新 生 代 氷河 史 の 地 形.D.地 球物 理学 の諸 観 測 の 成 果 と
方 法,V.火 山学 的諸 問 題,M.周 辺 海域 の 地学 と大 別
され た セ ッ シ ョ ンに,最 終 的 に 「.1頭164件,ポス タ ー108
件 の 発 表 が あ って,ア ブ ス トラ ク ト集 も670頁の 大部 と
な り,こ れ まで で 最 大規 模 のISAESと な っ た.新 しい
恐 竜化 石 の発 見.南 極 氷 床 の 盛衰 につ い て の 最近 の知 見
に基 づ く総 括,か つ て の 超大 陸 の 再構 成 と分 裂 に 関す る
新 し い提 案 等 々科 学rl{」話 題 に つ い て は稿 を改 め な け れ ば
な ら な い.
主シ ン ポ ジ ウ ム の半 ば,悪 天の 合 間 の午 後 の.・刻 を害‖
い て 訪 れ た秩 父 の|lj寺や,同 伴 者 プ ロ グ ラ ム の.一つ と し
て 訪 れ た 東 京 国 立 博物 館 も関 心 を呼 ん だ よ う であ る.参
加 者 は 多 くな か っ たが,シ ン ポ ジ ウ ムの 前後 に行 わ れ た
阿 武 隈,伊 豆 一 富 士一 甲 府,R高 へ の 野 外 巡 検,シ ンポ
ジ ウ ム 後.極 地 研 で14,15Hの 両 日 に}.1:って 行 わ れ た
'`南極 海域 .庁響 」沓付:学:"""1十－jシェ トラ ン ド諸 島 一 南 極 半 島
の 地 学 研 究 ‥'ロ ス海 西 岸 域 の リ ソ ス フ ェ ア 研 究"の 三
つ の ワー ク シ ョプ な ど多 くの 関 連 行 事 も行 っ たが,外 国
人研 究 者 か らは 概 ね 好 意 的 な 評 価i－極 め て よか った とす
る の も多 か っ た一 を頂 い た.
も と よ り,私 達 に は 多 くの 反 省 す べ き点 が あ る.こ れ
ら を よ く検 討 して,今 後 の この 種 の 会 合 に 際 して.他 分
野 の方 々 に も,ま た次 回 の イ タ リア も し くニ ュー ジー ラ
ン ド(次 回 に は こ の 二 国 が 立 候 補 し て い る)で の
ISAESでも役 立 て て 頂 け れ ば と願 って い る.こ の シ ン
ポ ジ ウ ム開 催 に 当 っ て は,極 地 研 究 所 内外 の 多 くの 方 々
の 御 指 導,御 協 力 を得 た.記 して 感 謝の 意 を 衰 たい.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 資 料主 幹)
バ イオマスコロキュームに参加 して
内 藤 靖 彦
バ イ オマ ス ・コ ロキ ュ ー ムが1991年9月18日～20日に
ドイ ツ 共和 国 ブ レー メ ン八 一ヘ ン市 で 開 催 され た.主 催
はSCAR　 (南極 研 究 科 学 委 員 会)バ イ オ マ ス専 門 家 ク
ル ー プで 実 施 機 関 は地 元 ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ゲ ナ ー極 地
海 洋 研 究所(AWI)で あ る.参 加 者 は 約250名で,ヨ ー
ロッパを中心にアメリカ,オ ース トラリア,チ リ,ブラ
ジル.南アフリカ,ニ ュージーランド,中国等約30ケ国
から参加があ り,盛大な会議となった.日 本からの参加
は極地研から星合所長,内 藤,福地が参加 した他広島大
学から松田助教授,東 北大から遠藤助教授が参加 した.
コロキューム開催の主旨はバイオマスプログラムで得ら
れた成果の評価とこれに基ず く今後の海洋研究の方向に
ついての検討であった.
コロキュームは,口頭発表による成果の総括発表の部
とポスター展示の部からなっている.前者は6つ のセッ
ションからなり,植物プランク トン・動物プランクトン
のセッションでは星合所長の座長のもと福地教授がイン
ド洋区の植物プランク トンについて総括発表を行い好評
を得た.この口頭発表のセ ッションで注目されたのは,
将来問題のセッシ ョンでSO・JGOFS　(南大洋における
令球的オーシャンフラックス協 同研 究)やGLOBEC
(全地球的海洋生態系変動研究計1EkDのプログラムが説
明され,バ イオマス以後の研究計画が着々と準備されて
いるのが注Hさ れた.　SO:JGOFSもGLC)BECもいず
れも地球環境問題に対応 した新 しいプログラムで,南 極
研究の方向も地球環境問題に大転換 しつつある.も う一・
つの我々日本人が注目させられたことは、バイオマス特
別分担金の公表であった.日 本が拠出 した分担金は欧米
先進国の1/10程度でオース トラ リア,チ リ.アルゼン
チン等の数分の1程 度で大変M身 の狭い思いであった.
日本の国際貢献度の低 さがここで も眼についた.ポ ス
ターセッションは二つの発表に分れ,国 別成果の発表で
は星合所長が発表し.各国に遜色のない成果 を発表する
ことが出来た.ま た個人発表では1」本から2件の発表が
あり(広大 ・松田,東北大 ・遠藤)それぞれ好評であっ
た.討議の中で特に話題になったのはバ イオマスデータ
センターの今後の運営であるが,今 後ともイギリス南極
調査所に設置され,新 しい海洋生物プログラムに対応し
て機能させる方向で議論が進んだ.バ イオマスプログラ
ムは1972年から討議され,1976年か らスタートし今年を
もって終了 した15年に及ぶ大プロジェク トであったが大
きな成果を得て終了 した.　ICSU　(国際学術連合会議)
の眼玉プログラムとしてSCARが始めて取込んだ国際
　
プロジェクトであったが,終 って見ればアッという間で
あった.根 本先生.星 合所長始め日本の関係者 も大いに
頑張ったプログラムであった.根 本先生が参加 されてい
なかったのが唯一残念なコロキュームであった.
(筆者:国 立極地研究所寒冷生物学第一研究部門教授)
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神 沼 克 伊
表題の国際会議がSCAR　〔南極研究科学委員会)の
主催により,9月23-27[1,ドイツのブ レーメン市で開
かれた,北 海に近いか ってのハンザ1同盟の都.市で開催さ
れたのは,ア ルフレッド・ウェゲナー極地海洋研究所が,
会、議の事務局という地理的条件による.約330名の参加
者のうち13D名が ドイツ国内からの参加者という規模か
らみても,同国の本会議への力の入れ方が分ろう.日本
からは平沢主幹以下8名 が参加 した.
会議の目II勺は汎地球的な環境問題を軸に,m過 去30年
間の南極観測を総括 し,(2にれからの科学的研究テーマ
を検討 し,〔3噛極での設営や観測の新技術について も話
合い,{4〕南極の政治的な背景とそこでの科学研究につい
て考えることであった.したがって専門家ばかりでなく
広 く.一般人が会議に出席する対象者と聞いていた.
会議の構成は.日恪国の南極活動の紹介(ポ スター),
〔2)決められたテーマによる発表(ポ スター),{3)招待講
演,[4)各人の発表 〔ポスター)で.日 本からは日〕に1編,
[4)に7編の発表を行った.日 本からの発表は.上述の会
議の主旨に沿い,関係機関の協力を得て極地研究所で ま
とめたものである.
会議が始って,参加国の中にソ連から独立 してHの 浅
いエス トニアが参加しているのが注 目された.参 加者の
ほとんどは各国の南極関係者で,当 初聞いていた.・般人
を対象とする会議からは,ほ ど遠いように思えた.各 国
の展示はそれぞれ.|二夫を凝 らしたものであり,南極での
活動が紹介されていた.プ ロジェクトの紹介の多い中で.
昭和基地の気温や潮汐の永年変化の図は会議の主旨を尊
重した発表で.馴11家の評価は高かった,
(2)の50編のポスターは.テ ーマごとにこれまでの知見
がまとめられ,分 りやすいものであった.27編の招待講
演は,汎 地球,環境問題を叫ぶことが敵襲というような
感 じのものが多 く,専門家相手の講演に耐える内容のも
のは数編であった.個 人のポスターは,こ れまでの成果
の紹介を主流とした日本の発表に対 し,外国からの発表
は・・つのテーマに対する研究発表が多かった.
本会議の講演を聞いていると,汎地球,環境 を叫ばね
ば南極の学問にあらずと錯覚 しそ うである.時間スケー
ルが悠久の流れの中にある南極を学問の対象にする時,
そのテーマはそんなに簡単に変わるものではない.
JAREが過去30年間に実施してきた南極観測は今 日的
テーマであり,未来に通 じるテーマであった.予 算面で
も実施面でも.時代の風潮に流されることな く,南極の
自然を解明する努力を続けることこそが,学 者の趣味で
ない,人 類に役 ウ1つ本当の南極観測であると改めて痛感
した次第である.
なお.会 議期間中に設営関係の展示がなされた.設 営
関係の民間委託という将来の課題に回答を与・えるもので
あった.
(筆者:IEIウ:極地研究fili地学研究部門教授)
SCAR地球規模変動研 究([GBP)について
山 内 恭
南 極 研 究 科 学 委U会 〔SCAR)　と して,南 極 に お ける
地 球 規 模 変 動 研 究(地 球 隅一 生物 圏 匡|際協 同研 究 計idli:
IGBP)　をい か に 進 め て い くべ き か,計 画 作 りの ワ ー ク
シ ョ ップが,去 る9月18日 よ り21H,ド イ ツ,ブ レ ー メ
ンハ ー フ ェ ンr打,アル フ レ ッ ド ・ウ ェ ゲ ナ ー極 地 海 洋研
究 所 で 開 か れ.こ れ に 出席 した.
SCARと して のIGBPへ の 取 組 み は,ア ラ ス カ 大学
のG.ウ ェ ラ ー を 議 長 に,運 営 委U会 を組 織 し.「地 球
規模 変 動 に お け る南 極 の 役 割 」 とい う小 冊.f・を1989年出
版 した と こ ろか ら始 ま って い る.そ の 後,計 画 書 を作 成
す べ く,1990年サ ン パ ウ ロ で のSCAR総 会 の 際,作 業
部 会 が 行 われ,引 き続 き各.1糾III家を 集 め た 今 回 の ワ ー ク
シ ョ ップ とな っ た.ア メ リカ,イ ギ リ ス,ド イツ を中 心
に16か国,約50人 が 集 まっ た 会 とな っ た,
地 球 規 模 変 動　(Globa]　Change)　liff究と は,環 境 や 気
候 が 地 球 全体 の ス ケ ー ル で ど の よ うに 変 って い くか,人
為 的 原 因 あ る い は 自然 的 原 因 で,ど の よ う に変 るrl].能性
が あ るの か,そ の 原 因,し くみ を調べ 将 来 をr測 す る こ
とで あ る.特 に従 来 の研 究 と異 る の は,別 々な 分 野 と し
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て研究されていた大気や海洋,雪 氷,地 学 といった 「地
球圏」と.動物.植 物や,そ の生態 といった 「生物圏」
との間の関連,つ ながりに重点をおいた学際的な点 馳
球隅一生物圏研究)に ある.従 って既に実施されている
WCRP　〔気候変動 国際協 同研究計 画)やBIOMASS
(南極海洋生態及び海洋生物資源に関する生物学的研究
計画〉.これから行われようとしているIGAC　馳 球規
模大気化学国際協同研究計画),　WOCE　〔ll堺海洋循環
実験).　JGOFS　(全球的オーシャンフラックス協|司研
究).　PAGES　(古環境の変遷)等 と密接に関係 しつつ
(.一・部 はIGBPの核となる計画),さらにこれら相互の
間の関係を垂祝するものである.
地球規模変動の中で南極域が果す役割,そ の重要性,
さらにこの研究にとって南極で観測 ・研究を行う意義か
ら考え,次の6本 柱を主要研究課題として選んだ.
い 海氷域(大 気,海 氷,海 洋および海底堆積物}
2}[Ef環境の記録(氷 床コア,海 底コア)
3)南極氷床の賞品:収支と海面水仕
4)成rlVi図・k・t流圏の化学 と生物への影響(紫 外線
等}
5)地球圏一生物圏の物質循環 〔〔'OL,の発生源と吸収
源など)
6)地球規模変動の検知とモニタリング
各々について目的 と意義,研 究の現状,問 題点,そ して
勧告を執筆 した.
このような課題に対し,具体的な実行計画,実 際の方
法論について議論を重ねた.単 に.一国の国内的な研究i;1'
画を並べるのではなく,国際的な協Ilfl研究を大切に し,
新 しい計画に練 り上げていこうとしている.　IGBPの特
色の.一つである,地 域研究センター 〔RRC)をどのよ
うにSCARと して持 ち,運営 してい くべきか.計 画を
実現 させ る上で特 に難 しい設営 而での問題 をどう
SCARとして支援 してい くか,　SCARとして解決せね
ばならぬ課題を未だ多くかかえている状況である.
(筆者:国 立極地研究砂「地球物理学研究部門助教授}
・氏 名
所属 ・職
招へい期間
研究課題
・氏名
レ外国人研究者の紹介く
マ キ シムS.ク ラス
(Maxlm　S.　Krass)
外 国 人研 究 員 ・客 員 教 授
ソ連 科 学 ア カデ ミー 地 質学 研 究 所 教 授
,'[tJ,tc3勾三10月1F1～、F-IJk44F3月31日
氷 床 流 動 に関 す る研 究
ア レ キサ ン ダ ーV.ゴ リ ンス キ ー
　 　　 　 　(Alexander　V.　Go]ynsky)
外 国 人研 究 員
所 属 ・職 ソ 連邦 海 洋 地 質 学 ・鉱物 資 源 研 究 所 科 学 研
究 員
招 へ い 期 間 平 成3乍7月22日 －r成3年11月2LFI
研 究 課 題 東 南極 大 陸 の地 磁 気 異常 と地 下 構 造 の 研 究
・氏 名 ナ デ ジ ョー ダD .ア リシ ュ コバ
　 　　 　 　(Nadezhda　D,Aleshkova)
外 国 人研 究 員
所 属 ・職 ソ連 邦 海 洋 地 質 学 ・鉱 物 資 源 研 究 所 科 学 研
究 員
招 へ い 期 間 平 成3年8月20日 一平 成3年12月19日
研 究 課 題 南 極 ・東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ドーエ ン ダ ー
ビー ラ ン ドの 地 下 構 造 の研 究
・氏 名 バ ス テ ィア ン ジ ャ ン ヘ ンセ ン
　 　 ・B、、S・・。an…　 Hensen}　 ●
日 本学 術 振 興 会外 国 人招 へ い 研 究 者
所 属 ・職 ニ ュ ーサ ウ ス ウ ェ ー ル ズ 大学 ・上級 講 師
招 へ い 期 間'1{成3年9月2日 一'1{成3年10月4H
研 究 課 題 グラ ニ ュ ラ イ ト相 岩石 の実 験 的 ・理 論 自勺研
究
講演 と映画の会を開催
南極観測の事業と成果を.普及するため,9月5日 夕,
青森県青森市の市民文化ホールにおいて,内藤教授(第
31次越冬隊長)に よる南極観測報告 「講演と1映i山iの会」
(後援:青 森県教育委員会 ・青森市教育委員会)を 開催
した.
会場には,小 中学生,.・般市民など約300名が集まり,
内藤教授の,「南極の自然と越冬隊」と題 した,南 極の
自然.越 冬生活,観 測活動,環境問題などについての約
1時間の講演を熱心に聞き入った.
講演の後,映 画 「南極」の一ヒ映があり,集 まった市民
の好評を得た.
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第32次越冬隊員の家族会
規 イ1:.越冬 中 の 第3L?次越 冬 隊 員 の'易ミ族 ∫.こが9月20|i
.fl/,.:..1'.{訓..会1ミのil.催に よ り'ifilJF究所 講 堂 て.開縦.t・iLた.
[IL|国か らIL杣川,..され た 家 族 を は1/y).|S`.易{.}矢367「び)参fJIIカ1
,b)・、た 『 ま た1`111LtCl.tl.:.f)iliに.1.L.Lい33)欠|「家f仁川" 1 11」[i家』.ミも1`ト11」乱:
㌧ た.
二.1:よ川[1fi)画ll]:lltl!'t'}'0)Slts'、〕∵家.i).矢にk・J-rSるiJき..らい び)「1.
島.Lと.1「.i{月二会 長 の 歩}い さ'ノにflftま:),川11品≧`家族 か じ)は,近
況 な.と..もま じ え たi「|己紹 介 か1あ り,な ご や か な 「」メ囲 気 に
包.ヒオし/.二.
・ll...#t',,dA[カ・ら:よ越 冬11家V)ノドFiび)1「tV.べ'.1t.i萢1:II「1σ)」1L/'i)ノ」.な
と..につ い て151」1月を1...iた,fr"/3月 に'j・,1・1[・1]した 第32次
ら[1:ネカs.{】.11景ラしtLli'己」....良.ノで 」レノ.・をdjE..ソ),1`11‥.ilitウ・t"t夏某月.イ.iS
レ ーー シ 」 ン 中 の 各 隊Lla.)様」'・を ス ラ イ ドて.」皮露 し た.
観測隊だよ り
昭 和 基 地
!)」Il..iリt二1よ巖1:;」カ1.ち.ご11.千.「r'び)|「カ'.多力・つ/.:tbc,」ヒ`卜交
ト「1/J品1暖に 推 吾多1一た.晴 ノ」{.}.:の陽 」}・ILは強 く.「}「淋.σ)上tL、
冬 の 終 わ り を実 感 す る 月 と な り,　jl㌧地 の.「1亙'}:it,研究 、 観
測 も順1胡1.二経 過 し て い る.
」乎タトir㌃重力 も 本 ↑各fヒし 、 ∫旨呂z・、V,VJず亡べ・JkllliUil萬:1ア抄Eli'」]」カt
活 発 に 〒1..われ た,　Ill5での?{J・,Yi掘VilJは,到達 深 度1〔〕Om
を 越 え 順 調 に 〒.1:われ て い る.
航 空1幾 に よ る 観 測 も 開 始 ご れ,11/..帝ヘ ン ギ ン の ル.'カ
リa.)1」「`jf責,重山牛勿セ ン →トス':撃力辟[.'才)d,して し、る
」山 山で は.オ ソ..ソホ ー.ル現 象 の 研..究のtこめ.「.1コ.極周 回
気 球31J.機 をi.「ち1・.げ、 成Ii,.d圏で の オ ゾ ン 観 測 に 成 果 を
1..Lナ't:.
、iZL営関 係 で.は,7月 か ら 開 始 され た 「ノ引:仁川 査 旅 行lilの
.1;ヒ,1,:
,f&の.整frllj.力沽冬 「 し た.牛 物資 の 櫨.搭 載 も 」旦 み,
s16へ の ト..フム デ ・iミを 行 っ た.|o胆:{H.広 地 か ら
6〔10kn1離.れた ト'.一.ム中 間 キ ャ ン.ノへ の 旅 行 隊5名 は,
J,U也を11h発し,1[:li11」トラ 『ノ..ルも な く{t〔 元 気 に 行 動 して し、
る.
あ す か 観 測 拠 点
1}月,月0)1)[」.'ド..;.よ,」'QL'」くflf/カら.争ノLき亨隻 り'/S.なく な 一,t:
オ.・.V'.ノtf.見#1.1」カ'..111[「II.pr,1:二1」..オ}iL,メー....ノi..「ヒ∫イ'1}t .k.こ..11[1|1|
の.イ.一日 ラ2 ,1.ト川 見測 が 〒1..われ た.
月 の 後 †・は 強 い.ノ リザ..ト..か.到.斗こし,!'己}電ノ 「:く.によ
:)観;則十走路 に ト ラ'ノ..ルカifp![日1か発ii..Lた,
麦た,屋 外if動 はHIJCの 合 川iをぬttて フ..フ..ノトニ ー.ハ
二二カ'[酊に,牛 .1勿揖三1」こ、凋イ眞ljft〒」㌃.二FI日IL,㌧.・」斗旨i・」..i't『ご.1尺1|i
のd1鳥 の 死 骸 を 見つ け た が 地 衣.川は あ ま 「♪見 ら れ な か っ
た.
F1芝';li'「り.1f系rご.iよ.iA'!L)香lla)ワ'イ.スト..-J、を一};.liミMta)」丘.
く に 建1没 し た.
あ す か 観i:則拠.F.ト.「:撤収 ま で.2カ 月 余 り と な り.各 隊.員は
物 品 の 整 理 や 枡|包作 茱.リ ス トの 作 成 ㌻'}.li.二追 わ れ)1!;地内
は あ わ た だ し く な っ て き て い る.
lOJg存を 迎 え 日!!li[1.}.r間もH毎:に1.(く な る に つ れ.暖 か
さ も!感じ ら オしてA.三/二たy)[益タト『ご.び)f乍茱 も111E.1、i周1こ.F旭み,　 jlじ
埋」1こf本eよれn1友(カcみな きtlo『(し1る,
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第33次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平 成3年10月1日 現 在
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長 福 地 光 男 22.11.30国立極地研究所研究系(文 部教官教授) 栃 木 県 第18次夏 隣,第20次
夏 隊,第23次 越冬 隊,
第27次夏 隊
気 象 松 原 和IE 26.7.21 気象庁観測部(運 輸技官) .齎森 県 第21次越冬隊
り 小 城 良友 32.8.29 気象庁観測部(運 輸技官) 東 京 都
〃 岸 隆幸 34.7.30 気 象 庁 観 測部(運 輸技1'f)東 京 都
., 五 十 嵐 寛 37.1.12 気象庁観測部(運 輸技官) 宮 城 県
り 来 島k志 郎 38.1.16 気象庁観測部(運 輸技官) 佐 賀 県
電 離 層 鎌 田 満 博 37.6.25 郵政省通信総合研究所(郵 政技1'D秋 田 県
地球物理 金 尾 政 紀 39.12.25京都大学防災研究所(文 部教官助手) 福 岡 県
(京都大学大学院学生)
宿 案 系 山 崎 ・郎 20.5.12 郵政省通信総合研究所(郵 政技官) 北 海 道 第15次越 冬隊
第24次越冬隊
〃 t☆i橋 幸,jl、40.6.2 東北大学理学部(文 部教官助 手) 千 葉 県
〔東北大学大学院学生)
., 峯野 秀 美 41.12.6 気象庁地磁気観測所(運 輸技官) 北 海 道
地 学 系 佐藤 忠弘 20.3.21 国立天文台地球回転研究系 北 海 道
(文部教官助教授)
り 本 吉 洋 一 29.8.3 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) ・T・葉 県 第23次夏 隊
第24次夏 隊
気水圏系 岩井 邦 中 18.3.18 信州大学教育学部(文 部教官助教授) 香 川 県 第18次越 冬隊
り 神 山 孝,}F 25.2.1 京都大学理学部 〔文部教官助手) 大 分 県 第26次越 冬隊
., llf川 晶 雄 36.7.30 国立極地研究所事業部(文 部技官) 愛 知 県 第29次越冬隊(名古屋大学大学院学'k)
り 前野 英 生 34.6.3 郵政省通信総合研究所(郵 政技官) 三 可ξ 県 第26次越冬隊
生物 rヒ屋 泰 孝 31.11.23筑 波 大学 下 田臨 海実 験 セ ン ター(.文部技1'P 静 岡 県
医 学 系
., 沼 波 秀 樹 37.3.18 東京水産大学(文 部教官助手) 東 京 都
(東京水産大学大学院学生)
〃 五 十 嵐 厚 夫 39.6.2 国立極地研究所事業部(文 部技1Y)長 野 県
(東北大学 大学院学生)
機 械 市 川 末廣 23.12.21国立極地研究所事業部(文 部技官) 奈 良 県
(ヤンマ ー デ イー ゼ ル㈱)
〃 金 子 誠 ・ 26.4.25 国立極地研究所」μ業部(文 部技官) 新 潟 県 第18次越 冬 隊
(㈱大原鉄工所) 第23次越冬隊
り 森 川 秀 信 29.2.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 石 川 県
(㈱小松製作所)
〃 森 井 篤 志 36.1.24 国立極地研究所:,μ業部 〔文部技官) 埼 玉 県
(いす"自 動車 ㈱)
., 澤 田 精 一 43.4.23 国立極地研究所事業部(文 部技官〉 1'f森 県
(㈱日立製作所)
tt 中 村 俊 弘 44.2.21 京都大学施設部(文 部技1≒)滋 賀 県
通 信 加 賀 淳 二 朗 29.5.4 海上保安庁警備救難部(海 上保安1≒).i°f森県
〃 曽 根 康 介 30.7.19 国立極地研究所事業部(文 部技↑) 愛 媛 県 第23次越冬隊
(日本電信電話㈱)
., 影 山 達 也 38.1.29 郵政省東海電気通信監理局(郵 政技官) 岐 阜 県
調 理 番 澤 孝 司 31.5.13 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 青 森 県
.「 篠 原 洋 一 37.3.26 国立極地研究所事業部(文 部技官) 北 海 道
(㈱銀座車屋)
医 療 増 田 裕 幸 35.9.1 国立極地研究所事業部(文 部技官医師) 福 岡 県
(建和会大手町病院)
tt 山 内 肇 36.9.15 国立極地研究所事業部(文 部技官医師) 沖 縄 県
(沖縄協同病院)
設営一般 後 藤 健 34.3.9 法務大臣官房営繕課 〔法務技官) 千 葉 県
., 梅 澤 昭 仁 39.2.5 国立極地研究所事業部(文 部技官) 北 海 道
(㈱三機工業)
〃 小 川 義 和 40.2.24 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(日本電気㈱)
〃 山 川 良 典 40.3.7 名古屋大学医学部(文 部技官) 滋 賀 県
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○夏 隊
担 当 氏 名 生 年 月H(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
割 隊 長 佐 野 雅 史 16.5.17 国立極地研究所事業部 〔文部技官) 岐1;1県 第10次夏 隣,第13次
〔夏 隊 長) 冬 隊,第21次 夏 隊,
24次夏 隊,第26次
隊,第27次 越 冬 隊,
31次夏 隣
海洋物理 田 中 和 人 28.7.6 海上保安庁水路部(海 上保安官) 愛 知 県
海洋化学 野 口 賢 一 38.10.U 海一ヒ保安庁水路部(海 上保安官) 千 葉 県 第32次夏 隣
海洋生物 小 達 恒 夫 33.10.28三重大学生物資源学部(文 部教官助手) 埼 玉 県
測 地 渡 邉 和 夫 31.1.15 国土地理院測地部(建 設技官) 栃 木 県
地 学 系 川 嵜 智佑 22.10.15高知大学教育学部(文 部教官助教授) 大 阪 府
., 福 田 洋 一 30.2.24 東京大学海洋研究所(文 部教官助手) 兵 庫 県 第27次夏隣
第28次夏隊
.「 藤 原 智 39.1.20 国土地理院測地部(建 設技官) 岐　lit県
., 石 川 正 弘 42.3.15 東北大学理学部(文 部教官助手) 宮 城 県
(東北大学大学院学生)
生 物 ・ 原 田 尚美 42.2.4 国立極地研究所事業部(文 部技官) 北 海 道
医 学 系 〔名古屋大学大学院学生)
設営.一般 南 雲 正 輝 14.5.26 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(ミサ ワ ホ ー ム ㈱ 〉
ク 増 田 光男 22.10.25国立極地研究所事業部(文 部技官) 千 葉 県 第24次夏隣.第27次
(金子架設工業㈱) 夏 隣,第30次 夏 隊,
第32次夏隣
.「 本 多 実 23.10.7 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都
(㈱新津建設)
〃 柴 出 正造 33.2.20 お茶の水女子大学会計課(文 部事務官) 東 京 都
〃 大 久保 篤 夫 33.7.9 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(㈱岩村組)
㌧ 渡 邉 昭 弘 42.5.14 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
〈㈱ スギ ヤ マ)
外国基地派遣者等名簿
○外 国 共 同 観 測(オ ース トラ リア デ ィビス 基 地,モ ー ソ ン基 地)
専門分野 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験
海洋生態学 渡邉研太郎 27.7.30 国立極地研究所研究系(文 部教官 助手) 埼 玉 県
第22次夏隣
第24次越冬隊
昭和63年度中国基地
海洋生態学 佐々木 洋 27.12.26石巻専修大学理学部 〔講 師) 宮 城 県 第24次夏隣
○南極条約に基づく交換科学者(派 遣)(フランス:デ ュモ ン・デュルピル基地)
専門分野 氏 名 生年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験
第16次越冬隊
岩石磁気学 船木 實 23.11.8 国立極地研究所資料系(文 部教官 助手) 秋 田 県 第25次夏隊30次夏隊
和52年度 国基地
和53年度 国基地
和55年度 国基地
昭和61年度 基地
○南極条約に基づく交換科学者(受入)
氏 名 生年月日(出発時年齢) 国 籍 所 属 ・ 職 研 究 課 題
Rubens　Rosa Feb.11.1941
(50>
ブラジル連邦
共和国
Universky　of　Sao　Paulo,　Brasil
〈サ ンパ ウ ロ 大 学 ・助 教 授 〉 南極 産生物の生化学的
挙動の研究
Edson　Rodrigues Jan.17.1954(
37)
〃 University　ofSao　Francisco,　Brasi1
(サ ン フ ラ ン シ ス コ 大 学 ・教 授)
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　l)ata　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 【)ressure,　s aleveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 reiative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 、F均(Max.　wind　spee(1,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大風 速 　(Gust)　(m/s)
平 均 雲ll{:　(Mean　cloud　e〔wer)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
昭 和 基 地
(Syowa:89532)
7月　(JuL)
一15
.2
一4
.5
一28
.5
988,8
L4
62.0
8.9
8月(Aug.)
一17 .5
3,9
一38
.1
982,3
1.3
64.e
8.1
あ す か観 測 拠 点
CAsuka;89524)
7月　 (JuL)
一22
.0
一12 .0
一35
.8
8月(Aug.)
一24
,1
一12
.9
一43 .2
87].8
〔statl・n　pressure)
14.3
864.8
12.7
40,0〔7、NE)28,5(16、ENE)27.5〔13,ESE)25.6(23,ESE)
51.0(7,NE)35.2(28.NE)34,4(13、ESE)32,6(17、ESE)
6.7
3
7.6
1
【極 地豆事典】
北東航路と北西航路
地球儀を上から見ると太平洋 と大西洋が北極海でつ
ながっていることがわかる.二 つの大洋の問を船で結
ぶ場合,北 極点を避けて沿岸沿いに進むので,ア メリ
カ ・ソ連どちらの岸 を選ぶかによって二つの航路が考
えられる.太西洋から出発 した時,ど ちらの方角へ向
けて出発す るかによって,北 東航路(ロ シア北岸)あ
るいは北西航路(カ ナダ北部)と 呼ぶ.「北」は北極の
北だと考えてもよい.両 航路の開拓は,南北両極点初
到達 と同様 もしくはそれ以上に探険の大目標であった.
1909北極点到達 ペアリー
1911南極点到達 アムンゼン
マルコポーロがヨーロッパにもたらした知識により,
イギリス人がカセイに興味 を持 ったことから話が始 ま
る.カ セイとはMarsではなくCatheyつまり中国であ
る,当時,す なわち16世紀における唯一の長距離輸送
手段は船舶であった.大 西洋と太平洋という二つの大
1804蒸気機関」1〔発明 トレビシック
1885内燃機関自動車発明 ダイムラー
1903飛行機発明 ライト
交通網が孤立 して存在したと思えばよい.正 確には
「網」ではない,船 の位置を決定するのに兄の観測を用
いる.緯 度(南 北)は それだけでわかるが,経 度(東
1760精密時計ラヒ成 ハ1)ソン
西)を 知るには時計が必要である.ま だ時計はなか っ
た.し たがって,岸 が見えない海上では東西に直進す
る以外の航路はとれなかった...二つの大洋には周囲の
沿岸環状航路と伺本かの東西直線航路が張 られていた
にすぎない.外 洋に南北や斜めの航路はなかった.大
西洋か ら太平洋へ行 くには,い ったんホーン岬または
喜望峰 まで沿岸沿いに南下 し再び同じだけ北上する必
1869スエズ運河完成 レセ ップス
1913パナマ運河完成 合衆国
要があった.カ セイに眼の眩んだ人々が近道を求めた
のは当然である.た だちに探検隊が派遣 された,こ れ
1553第一次北東航路探検隊派遣
1576第一.一次北西航路探検隊派遣
が,長 い長い北東 ・北西航路探険の始 まりである.お
びただ しい人数による何回にもわたる探険は今 まで未
知であった北極圏について膨大な知識をもたらした.
しかし,あ まりにも遅すぎた成功は所期の 目的には役
立たなかった.文 中年表の示すように,要 請が全部消
滅 してしまったからである.
1879北東航路通過 ノルデンショルド
1906北西航路通過 アムンゼン
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